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 本計画で対象とする施設・設備は，キャンパス内の建物および附帯する以下

の電気・機械設備，外構等を対象とします。 

 

分 野 対象施設・設備等 

建 築 屋根，外壁，躯体，屋外階段 等 

給水・給湯設備 
給水設備（上水・中水），受水槽，給水ポンプ，貯湯槽， 

電気給湯器 等 

排 水 設 備 汚水槽，雑排水槽，浄化槽，排水トラップ，阻集器 等 

衛 生 設 備 トイレ，シャワー器具類 等 

熱 源 設 備 
ボイラー，冷却塔，吸収式冷温水発生機，水冷式チリングユ

ニット，蓄熱槽 等 

電 気 設 備 
電気工作物，電線路，受変電，動力，非常用発電，蓄電池，

照明，電源 等 

電気設備その他 自動ドア，電気時計 等 

消 防 設 備 
自動火災報知器，消火栓，非常警報装置，誘導灯，非常扉，

非常シャッター，スプリンクラー 等 

警備防犯設備 防犯カメラ，入退館管理設備，無人駐車場装置 等 

通 信 設 備 電話交換機，館内放送，アンテナ，LAN 配線，テレビ 等 

空気調和設備 エアコン，送風機，空気調和機，躯体蓄熱 等 

自動制御設備 中央監視装置，自動制御盤 等 

昇 降 機 設 備 エレベータ，ダムウェア 等 

機 械 設 備 吊り物，舞台装置 等 

配 管 各種配管 

建 具 壁，ドア，ガラス，鍵，ブラインド，シャッター，床 等 

外 構 
構内道路，駐車場，駐輪場，テニスコート，多目的フィール

ド，緑地帯，バスシェルター 等 
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①建築概要 本部棟 

竣  工 平成 12 年 1 月（2000 年 1 月） 

構  造 プレキャストコンクリート造 5階建 

面  積 建築面積：13,287.03 ㎡ 延床面積：26,839.55 ㎡ 

主要施設 講義室，情報ライブラリー，ミュージアム，教員室 

 事務室，エレクトロニクス工房，工房，スタジオ， 

 心理学実験室，体育館，アトリエ，デルタビスタ， 

 サークル室，機械室 等 

 

建築概要 研究棟 

竣  工 平成 17 年 2 月（2005 年 2 月） 

構  造 鉄筋造一部鉄筋コンクリート造 2階建 

面  積 建築面積：3,162.23 ㎡ 延床面積：4,383.51 ㎡ 

主要施設 中・小講義室，教員室，院生室，コアスペース 

 ロボット製作室，メディアラボ 等 

 

 外 構 

 駐車場 北側：390 台 

 東側：55 台（うち身障者用スペース 6台） 

 駐輪場 露天・屋根付き 

 多目的フィールド 陸上競技，サッカー，野球等に対応 

 テニスコート 人工芝テニスコート（4面） 

 バスケットコート スリーオンスリーコート 

 南面交流広場 円形・方形舗装，屋外電源盤，水飲み場 等 
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 緑地帯 芝生，桜・オンコ等樹木植栽，舗装園路 等 

 構内道路 進入路，外周路，サービス道路 等 

②機械設備概要 

A)空気調和設備 

1)熱源機器設備 

 熱源供給は保守管理の省力化・経済性に重点を置き，中央式システムを設置。

空調機の熱源は都市ガスとし，直焚き冷温水発生機＋温水ボイラー＋温水蓄 

熱槽方式。加湿用熱源はガス焚蒸気ボイラーを設置。熱搬送方式は変流量式と

し搬送動力を低減。 

 

2)空調器機設備 

 各種施設の条件に適した空調方式を採用。 

 単一ダクト空調機方式：大講義室・食堂・情報ライブラリー 等 

 ファンコイル＋外気処理空調機方式：教員室・研究室・事務室 等 

 ヒートポンプ式エアコン：コンピュータ教室 等 

 

3)換気設備 

 臭気除去・排熱・除湿等の目的に則した換気方式を採用。 

 居室：第 1種換気，便所：第 3種換気，熱源機械室：第 1種換気と第 2種換気

（必要空気）併用，電気室：第 1種換気，実験室：第 1種換気または第 3種換 

気とし，必要に応じて排気処理装置 

 

4)自動制御設備 

 総合監視装置および各設備機器に適した制御装置による省力化。 

 

B)給排水・衛生設備 

1)衛生器具設備 

 衛生器具は用途に応じたグレードを定め，丈夫で危険性が無く，操作が容易な
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器具を選定。 

 

2)給水設備 

 生活用水として敷地東側より上水（飲料水）を引き込み，受水槽を介して全施

設の必要な箇所へ給水。また，屋根雨水をろ過し，中水としてトイレ洗浄水に

利用。給水方式は上水・中水両系統とも加圧給水ポンプ方式。 

 

3)給湯設備 

 給湯方式は，貯湯槽による中央循環式および局所式の併用方式。 

 

4)排水・通気設備 

 施設内は自然流下による排水設備（一部ポンプアップ排水）とし，浄化槽を介

して河川へ放流。 

 屋内：汚水雑排水・厨房排水・実験排水・雨水 4 系統分流式 

 屋外：汚水・雨水 2 系統分流式 

 

5)都市ガス設備 

 敷地南側より中圧・低圧ガスを引き込み，中圧ガスは空調用熱源および中央循

環式給湯熱源に使用。低圧ガスは厨房等に使用。 

 

6)消防設備 

 消防法に基づき，屋内消火栓・消火器を設置。 

 

7)浄化槽設備 

 ・処理人槽：900 人槽 

 ・日平均汚水量：169 ㎥/日 

 ・BOD 除去率：90％ 

 ・放流 BOD：20mg/ℓ 
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 キャンパスは，大学校舎ゾーン，サービス施設ゾーン，スポーツ施設ゾーン，

交流広場ゾーン，防災ゾーンに分かれています（図 3）。 

図 3.ゾーニング図 

 校舎は 5 階建の本部棟（延床面積 26,839.55 ㎡）と 2 階建の研究等（延床面

積 4,383.51 ㎡）の 2棟で構成しています。本部棟，研究棟ともに壁面にガラス

張りを多用し，開放的な空間を設けることによって本学のオープンスペース・オ

ープンマインドの標語を体現し，自発的な共同学習を育む空間として設計して

います（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：校舎遠景（北側） 
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図 4.設計スケッチ 

 

 

写真：本部棟校舎外観（南側） 

 

 本部棟には，講堂，大・中・小の各講義室，体育館，トレーニングルーム，ミ

ュージアム，情報ライブラリー，コンピュータ教室や機械工房，グラフィック工

房，エレクトロニクス工房，アトリエ，映像・音響スタジオ，暗室，心理実験室，

事務室，社会連携センター，教員室，医務室等の施設を設置しています。 
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写真：本部棟 3 階情報ライブラリー閲覧室・4 階講堂 

 

 また，本学の特徴としてのオープンな空間での幅広い交流を実現するために， 

学生が自由に使用できる自習スペースを本部棟の全フロアに配しています。 

 講義室や教員室等すべての部屋の壁はガラス張りで，その活動は外部に開か

れたものとなっているのが特徴となっています。 

 

 

写真：本部棟 1 階スタジオ 
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写真：研究棟外観（南側） 

 

 研究棟は高度な教育・研究に対応するため，類似した研究領域の教員が同じ空

間に集まり，互いの情報を共有し，研究活動を行うための施設確保を目的として

平成 17 年 4 月に本部棟西側と連絡通路で接続する形で新築しました。 

 

 
写真：駐車場遠景（北側） 
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本部棟劣化状況調査票 

 

年度）

㎡ 地上 5 階 地下 階

1 屋根 □ ■

屋上 □ □

□ □

■ ■

□ □

■ □

■ □

2 外壁 □ □

□ □

■ □

□ □

□ □

■ □

□ □

□ □

□

3 内部仕上 □

（床・壁・天井）■

（内部建具） ■

（間仕切等） □

（照明器具） □

（エアコン）等 □

□

□

□

■

■

４ 電気設備 □

□

■

□

５ 機械設備 □

□

□

■

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

建築年度

調査日 令和1年8月16日

建物名 本部棟 記入者 企画総務課情報・施設管理担当

1999

通し番号 －

学校名 公立はこだて未来大学 学校番号 －

平成11 年度（

構造種別 プレキャストコンクリート造 延床面積 26,840 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

棟番号 －

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

6
・折板屋根に
一部亀裂を
確認。
・トップライト
のシーリング
劣化

B2

鉄筋が見えているところがある

外壁から漏水がある

塗装の剥がれ

評価

A

A

講義室(10箇所)LED化改修

トイレ手洗器自動水栓化改修

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

法令適合

校内ＬＡＮ

空調設置

障害児等対策

防犯対策

一部バックヤード床クラック、（１室）
一部配管ピット土間スラブ割れを確認（１区画）

ロッカー関係に留め具を確認

B
指摘無しR1(H31)

中央監視装置，入退館設備，火災報知設備 更新

健全度

92

B

H30，R1(31)

消防設備の点検

その他、機械設備改修工事

アスファルト保護防水

アスファルト露出防水

シート防水、塗膜防水

勾配屋根（長尺金属板、折板）

勾配屋根（スレート、瓦類）

トップライト

降雨時に雨漏りがある

天井等に雨漏り痕がある

防水層に膨れ・破れ等がある

屋根葺材に錆・損傷がある

笠木・立上り等に損傷がある

樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

既存点検等で指摘がある

窓・ドアの廻りで漏水がある

窓・ドアに錆・腐食・変形がある

外部手すり等の錆・腐朽

既存点検等で指摘がある

その他の外壁（ ）

その他の屋根（一部ＳＵＳ防水）

R1(H31)

R1(H31)

老朽改修

エコ改修

トイレ改修

タイルや石が剥がれている

大きな亀裂がある

塗仕上げ

タイル張り、石張り

金属系パネル

コンクリート系パネル（ＡＬＣ等）

アルミ製サッシ

鋼製サッシ

断熱サッシ、省エネガラス

構造体の耐震対策

非構造部材の耐震対策

その他、内部改修工事

分電盤改修

配線等の敷設工事

昇降設備保守点検

その他、電気設備改修工事

給水配管改修

排水配管改修

100点
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本部棟 屋上トップライト 

 

トップライトガラスにひび割れ 

（2,428 枚中 154 枚） 

※ガラス交換が望ましい 

 トップライトシーリングの劣化 

※シーリング打替が望ましい 

 トップライトシーリング割れ 

※シーリング打替が望ましい 

 

折板屋根に一部亀裂あり 

※シーリング補修等が望ましい 
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本部棟 共同溝 

 

ピット底均しコンクリート割れ 

※湧水による地盤沈下等が原因と考えら

れる。基礎梁と鉄筋で緊結されていないた

め，構造的には支障が無いと考えられる。 

 

本部棟 機械室前通路 

 

床スラブクラック 

※要追跡調査 

 

本部棟 トップライト（スタジオ，サークル室，マルチパーパス） 

 

トップライトからの漏水あり 

※風向で状況が変化することから，詳細

調査のうえ，シーリング打替が望ましい。 
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研究棟劣化状況調査票 

 

年度）

㎡ 地上 1 階 地下 1 階

1 屋根 ■ ■

屋上 □ □

□ ■

□ □

□ □

■ □

□

2 外壁 □ □

□ □

■ □

□ □

□ □

□ □

■ ■

□ □

□

3 内部仕上 □

（床・壁・天井 ■

（内部建具） ■

（間仕切等） □

（照明器具） □

（エアコン）等 □

□

□

□

□

□

４ 電気設備 □

□

■

□

５ 機械設備 □

□

□

□

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

健全度

91

A
消防設備の点検

その他、機械設備改修工事

A
指摘無しR1(H31)

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

エコ改修

トイレ改修

法令適合

校内ＬＡＮ

空調設置

障害児等対策

防犯対策

R1(H31)

評価

A

89

B

講義室(1箇所)LED化改修

・スチールパ
ネルユニット
のシーリング
部分が劣化
している。
・換気ユニッ
トパネルの表
面腐食
・ガラスブ
ロックに水溜
まり

既存点検等で指摘がある

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

1 屋上トップラ
イトの一部か
ら風向きによ
り漏水があ
る。
一部笠木周
り防水層に
劣化有り

B

通し番号 －

学校名 公立はこだて未来大学 学校番号 －

平成16 年度（

構造種別 鉄骨造一部鉄筋コンクリート造 延床面積 4,384 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

棟番号 － 建築年度

調査日 令和1年8月16日

建物名 研究棟 記入者 企画総務課情報・施設管理担当

2004

アスファルト保護防水

アスファルト露出防水

シート防水、塗膜防水

勾配屋根（スレート、瓦類）

勾配屋根（長尺金属板、折板）

その他の屋根(トップライト)

降雨時に雨漏りがある

天井等に雨漏り痕がある

防水層に膨れ・破れ等がある

屋根葺材に錆・損傷がある

笠木・立上り等に損傷がある

樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

既存点検等で指摘がある

鉄筋が見えているところがある

外壁から漏水がある

塗装の剥がれ

タイルや石が剥がれている

大きな亀裂がある

窓・ドアの廻りで漏水がある

窓・ドアに錆・腐食・変形がある

外部手すり等の錆・腐朽

金属系パネル

コンクリート系パネル（ＡＬＣ等）

アルミ製サッシ

鋼製サッシ

断熱サッシ、省エネガラス

その他の外壁( )

老朽改修

塗仕上げ

タイル張り、石張り

構造体の耐震対策

非構造部材の耐震対策

その他、内部改修工事

分電盤改修

配線等の敷設工事

昇降設備保守点検

その他、電気設備改修工事

給水配管改修

排水配管改修

100点
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・排煙窓オペレータ，防火戸の修繕 

電気設備 

 

・照明安定器の交換 

・フロアコンセントの修繕 

排水設備 ・浄化槽施設の部品交換，修繕 

外構 ・緑地維持，構内道路・歩道の補修 

 

②主な修繕・改修内容（平成 21 年度～令和元年（平成 31 年度）） 

平成 21 年度 ・屋外駐輪場改修（第 1工区） 

平成 22 年度 ・屋外駐輪場改修（第 2工区） 

平成 23 年度 ・屋外階段塗装修繕 

 ・本部棟西側壁等修繕 

平成 24 年度 ・体育館照明器具交換 

 ・屋外階段塗装修繕 

・北側駐車場白線改修 

平成 25 年度 ・北側駐車場取付階段改修 

・屋外階段塗装修繕 

・トップライト修繕 ※施設整備費 

・汚水槽，雑排水槽配管等修繕 

・サーバ室等冷房機取替修繕 

・水冷チラー圧縮機修繕 

平成 26 年度 ・トップライト修繕 ※施設整備費 

・温水ボイラー設備修繕 

・浄化槽上屋等修繕 

・入退館設備改修 

・スタジオ，モール照明の LED 化改修 
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平成 27 年度 

 

 

 

・スタジオ等照明の LED 化改修 

・トップライト修繕 ※施設整備費 

・トップライト排煙窓増設改修 

・トイレ温水洗浄便座化改修（1期・2期） 

・冷却塔三方弁修繕 

平成 28 年度 

 

 

 

 

・屋外階段塗装修繕 

・入退館設備装置（センター装置，クライアント装置）更新 

・トイレ温水洗浄便座化改修（3期） 

・トップライト修繕 ※施設整備費 

・トップライト排煙窓増設改修 

・緑地帯整備（進入路，中央緑地，駐車場，駐輪場） 

・体育館フローリング修繕 

・構内道路（東側）照明の LED 化改修 

・事務室内照明の LED 化改修 

平成 29 年度 

 

・トップライト修繕 ※施設整備費 

・防犯カメラ設備更新 

平成 30 年度 ・南面緑地円形・方形部舗装改修 

・北側駐車場，構内道路（北・西・南側）街路灯 LED 化改修 

・自動火災報知設備更新 ※施設整備費 

・浄化槽ばっ気ブロワー更新 

・本部棟 3･4 階通路照明の LED 化改修 
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計画的に進められている学内（講義室，事務室，廊下等の共有スペース）・学外

（街路灯）の照明設備の LED への改修が挙げられます。照明設備の LED への改

修は，可能な限り既設の灯具を使用することにより，改修経費を抑え，また，開

学時の意匠を可能な限り変更しないよう配慮しています。なお，支出額について

は，平成 24 年 7 月から開始された再生可能エネルギー発電促進賦課金の電気料

金への上乗せや消費税の増税の影響を受けて，増加傾向となっています。また，

本学では，電力の小売り自由化を受けて，平成 27 年度より電力供給に関する指

名競争入札を行っており，電気料金の経費削減を図っています。 

 

  

写真：既設の灯具を利用した蛍光灯照明の LED 化改修例(右 改修後) 

 

照明改修状況 

平成 24 年度 （学内）体育館（セラミックメタルハライドランプへ改修） 

平成 26 年度 （学内）スタジオ，モール，研究棟共用部 

       （学外）駐輪場周辺 

平成 27 年度 （学内）スタジオ，事務室前ラウンジ，デルタビスタ 

       （学外）駐輪場周辺 
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してトイレ洗浄水に活用しています。 

 また，関連する設備の改修は，平成 27 年度から平成 28 年度にトイレの温水

洗浄便座化改修，令和元年度に本部棟の各トイレの手洗器の自動水栓化改修を

行いました。 

 

  

写真：温水洗浄便座化改修(右 改修後) 

 

  

写真：手動水栓から自動水栓への改修(右 改修後) 

 

 温水洗浄便座化改修により利用環境が向上しました。また，手洗器の自動水栓

化改修によって，蛇口の閉め忘れによって生じる水の無駄が無くなる節水効果

とともに，感染症対策としてトイレは不特定多数の人が使用する場所のため，感

染症流行時の接触感染防止対策にもなり，衛生環境が向上しました。 

 なお，令和 2 年度には同様の改修を研究棟でも行う予定となっており，完了

後は学内すべての手洗器が自動水栓となる予定となっています。 
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劣化状況調査票 

 

年度）

㎡ 地上 階 地下 階

1 屋根 □ □

屋上 □ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

2 外壁 □ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

3 内部仕上 □

（床・壁・天井 □

（内部建具） □

（間仕切等） □

（照明器具） □

（エアコン）等 □

□

□

□

□

□

４ 電気設備 □

□

□

□

５ 機械設備 □

□

□

□

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

健全度

0

消防設備の点検

その他、機械設備改修工事

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

エコ改修

トイレ改修

法令適合

校内ＬＡＮ

空調設置

障害児等対策

防犯対策

評価

既存点検等で指摘がある

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

通し番号

学校名 学校番号

年度（

構造種別 延床面積 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

棟番号 建築年度

調査日

建物名 記入者

アスファルト保護防水

アスファルト露出防水

シート防水、塗膜防水

勾配屋根（スレート、瓦類）

勾配屋根（長尺金属板、折板）

その他の屋根(トップライト)

降雨時に雨漏りがある

天井等に雨漏り痕がある

防水層に膨れ・破れ等がある

屋根葺材に錆・損傷がある

笠木・立上り等に損傷がある

樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

既存点検等で指摘がある

鉄筋が見えているところがある

外壁から漏水がある

塗装の剥がれ

タイルや石が剥がれている

大きな亀裂がある

窓・ドアの廻りで漏水がある

窓・ドアに錆・腐食・変形がある

外部手すり等の錆・腐朽

金属系パネル

コンクリート系パネル（ＡＬＣ等）

アルミ製サッシ

鋼製サッシ

断熱サッシ、省エネガラス

その他の外壁( )

老朽改修

塗仕上げ

タイル張り、石張り

構造体の耐震対策

非構造部材の耐震対策

その他、内部改修工事

分電盤改修

配線等の敷設工事

昇降設備保守点検

その他、電気設備改修工事

給水配管改修

排水配管改修

100点
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 また，日常点検および老朽化現地調査で収集した情報は適切に管理するとと 

もに，修繕・改修履歴等の情報を今後も継続して蓄積し，情報を集約します。 

 

管理する主な内容 

・詳細な修繕，改修内容 

・金額，予算 

・完成図面 

・施工写真 

 

 本学は開学後 20 年が経過していますが，コンクリート打ち放しやガラスを外

観・内観ともに多用し，古さを感じさせないデザインとなっています。開学以来，

指定場所以外への掲示物の貼付を禁止し，また，共有スペースへ設置する椅子や

机等の什器も極力，建物の雰囲気に調和する色やデザインの物を選定してきて

おり，開学時の状態を維持することに努めています。 

 全体的にはきれいな状態が保たれていますが，細部に目をこらすと，手すりの

塗装の剥がれや，台車等が衝突した際にできたと思われる壁の傷や汚れ，タイル

カーペットの劣化等が見られます。 

 

  

写真：手摺りおよび扉の劣化状況例 
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ことから，実現不可能な計画となってしまいます。本学の場合，最も老朽化して

いる設備であっても，開学時に導入したもので20年が最長となっており，今後，

老朽化した設備を順次更新する必要がありますが，現時点で早急に更新が必要

な教育研究活動に支障をきたしている設備は無いため，耐用年数が超過しても

法令および点検上は異常が無く，状態が良好で交換部品も入手可能である場合，

継続して使用することを基本とします。 

 

耐用年数が超過しても法令および点検上は異常が無く，状態が良好で交換部 

 品も入手可能である場合，継続して使用する 

 

交換部品が製造中止となり，故障すると教育研究活動に重大な支障が出る 

 設備の更新や，快適で安全な教育環境の構築・整備にかかる費用については， 

 必要に応じ更新を行う 



巻末資料 
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(2)「施設管理にかかる業務委託一覧」 

(3)「基幹設備の老朽化状況」 
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施設管理にかかる業務委託一覧 

業務委託名等 点検頻度 

設備管理業務委託 ― 

昇降機設備保守業務委託 1 回/月 

浄化槽清掃保守業務委託 2 週間/1 回 

上水受水槽等清掃整備業務委託 1 回/年 

汚水槽等清掃整備業務委託 2 回/年 

蓄熱槽等清掃整備業務委託 1 回/年 

駐車場無人化装置保守業務委託 2 回/年 

自動扉設備保守業務委託 2 回/年 

舞台機構保守点検業務委託 1 回/年 

自家用電気工作物管理業務委託 1 回/月 

非常用発電機設備保守業務委託 2 回/年 

蓄電池設備保守業務委託 1 回/年 

警備防犯設備機器保守業務委託 1 回/年 

ボイラー及び付属設備保守業務委託 4 回/年 

空調自動制御装置保守業務委託 2 回/年 

中央監視制御装置保守業務委託 2 回/年 

吸収式冷温水発生機設備保守業務委託 4 回/年 

水冷式チリングユニット保守業務委託 2 回/年 

冷却塔設備保守業務委託 3 回/年 

躯体蓄熱設備保守業務委託 1 回/年 

電気時計設備保守業務委託 1 回/年 

防犯カメラ等保守業務委託 1 回/年 

電話交換機設備保守点検業務委託 2 回/年 

消防用設備保守点検業務委託 2 回/年 

校舎防災管理点検業務委託 1 回/年 

緑地維持管理業務委託 1 回/年 

多目的フィールド維持管理業務委託 1 回/年 

巻末資料 2



設備名 対象装置名 仕様・型式等 台数 設置年度 経過年数 耐用年数 耐用年数超過年 保守契約等状況 更新状況

受水槽 積水プラントシステム製 床置型ＦＲＰ複合板パネル形（中仕切付き）45㎥ 1 1999 21 25 -4 ○

加圧給水ポンプユニット 川本製作所製 多段渦巻ポンプ 1式 1999 21 15 6 ○

排水ポンプ 川本製作所製 水中ポンプ（汚水・雑排水・汚水・湧水・雨水等） 1式 1999 21 15 6 ○

床下型１槽コンクリート躯体 容量27.0㎥ 1 1999 21 60 -39 ○

水中ポンプ 口径80Ａ 水量900L/min 揚程10m 自動交互・非常時並列運転 2 1999 21 15 6 ○

床下型１槽コンクリート躯体 容量27.0㎥ 1 1999 21 60 -39 ○

水中ポンプ 口径80Ａ 水量900L/min 揚程10m 自動交互・非常時並列運転 2 1999 21 15 6 ○

床下型１槽コンクリート躯体 容量47.0㎥ 1 1999 21 60 -39 ○

床下型１槽コンクリート躯体 容量23.0㎥ 1 1999 21 60 -39 ○

水中ポンプ 口径50Ａ 水量500L/min 揚程10m 自動交互・非常時並列運転 4 1999 21 15 6 ○

浄化槽設備 処理方式：接触ばっ気方式（流量調整），処理対象：し尿および雑排水（合併処理） 1式 1999 21 30 -9 ○ 平成26年度上屋外壁修繕，※令和2年度機器更新予定

三洋空調システム製 吸収式例温水発生機 BUW-210E1G(RH-1) 1 2004 16 20 -4 ○

三洋空調システム製 吸収式例温水発生機 BUW-250FGL(RH-2) 1 1999 21 20 1 ○

温水ボイラー タクマ製 汎用機器製真空式ガス焚三回路型 GSL-1000C（B-1，Ｂ-2) 2 1999 21 15 6 ○

タクマ製 汎用機器製多管式貫流蒸気ボイラー TWG-500-6C（B-3） 1 1999 21 15 6 ○

三浦工業製 多管式貫流蒸気ボイラー GX-250SGT（Ｂ-4） 1 1999 21 15 6 ○

蓄熱槽 床下型１槽コンクリート躯体 容量369.0㎥ 1 1999 21 60 -39 ○

荏原シンワ製 開放式超低騒音型 SDW-U200ASSC(CT-1) 1 1999 21 15 6 ○

荏原シンワ製 開放式超低騒音型 SDC-U150ASSD(CT-2) 1 1999 21 15 6 ○

荏原シンワ製 開放式超低騒音型 SDC-U200ASSD(CT-3) 1 1999 21 15 6 ○

ダイキン工業製 ＵＷＤ-2650Ｄ5Ｒ １号機 1 2004 16 15 1 ○ 平成25年度に一部修繕実施

ダイキン工業製 ＵＷＤ-2650Ｄ5Ｒ ２号機 1 2004 16 15 1 ○

構内高圧配電線路 高圧機器・高圧ケーブル 1式 1999 21 25 -4 ○

高圧受変電設備 配電盤 1式 1999 21 25 -4 ○

高圧自家発電機 明電舎製 ディーゼル発電装置 ZXK625HC 1 1999 21 30 -9 ○

高圧自家発電機蓄電池 ジーエス・ユアサパワーサプライ製 MSEX-100(MSE-100-6) 1 2008 12 7 5 ○ ※令和3年度機器更新予定

屋内消火栓ポンプ 川本製作所製 消火ポンプユニット 1式 1999 21 20 1 ○

自動火災報知設備 ホーチキ製 HRN-AFS508FGA(R50) 1式 2018 2 20 -18 ○ 平成30年度機器更新済

防犯カメラ パナソニック製 1式 2014 6 15 -9 ○ 平成26年度機器更新済

入退室管理機器 ホーチキ製 HRN-AFS508FGA(R50) 1式 2019 1 20 -19 ○ 令和元年度機器更新済

無人駐車場設備 アマノ製 カーゲート無人化装置（カードリーダー，ゲートバー，ループコイル等） 1式 1999 21 20 1 ○

躯体蓄熱 1式 1999 21 15 6 ○

ファンコイルユニット 1式 1999 21 20 1 ○

照明自動制御盤 松下電工製 TOTALINK-L10 1 1999 21 10 11 平成18年現機器の生産終了により交換部品の調達不可能

中央監視装置 アズビル製 中央監視装置 savic-netFX2compact 1式 2019 1 10 -9 ○ 令和元年度機器更新済

日本オーチスエレベータ製（本部棟１号・３号） 2 1999 21 30 -9 ○

日本オーチスエレベータ製（本部棟２号）※小荷物専用昇降機 1 1999 21 30 -9 ○

日本オーチスエレベータ製（研究棟１号・２号） 2 2004 16 30 -14 ○

電話交換設備 電話交換機 NEC製 ＳＶ９３００デジタル電話交換機 1式 2013 7 15 -8 ○ 平成25年度機器更新済

昇降機器機

電気設備

消防設備

警備防犯設備

空気調和設備

自動制御設備

昇降機設備

基幹設備の老朽化状況

熱源設備

冷温水発生機

蒸気ボイラー

冷却塔

水冷式チリングユニット

給水設備

排水設備

汚水槽

雑排水槽

機械排水槽
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